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研究室の方針 

• 研究を重視する 

• 実用的な研究を行う 

• プレゼン能力をつける 



調査 

発見 

実現 

提案 評価 

発表 

学部の授業 

（一方的に教わる） 

なぜ研究なのか 
  研究とは：よく調べ考えて真理をきわめること。 

  世の中の誰もやっていないことを追究すること（新規性が必須）。 

自分で考える力 

＋ 
コミュニケーション能力 



ユビキタス社会を実現するための技術を研究しています 

インターネット 

自動車 

胃カプセル 

電子マネー 

あらゆる人・モノがネットワークに繋がる 

いつでも誰でもどこからでも，リアルタイムに情報を
入手できる 

自らの知識を世界中に発信できる 



具体的研究テーマ 

 
(1)NTMobile（Network Traversal with Mobility） 
   ネットワークそのもの 

(2)TLIFES（Total Life Support system） 
   スマートフォンによる生活支援 

(3)無線アドホックネットワーク 

   ユニークな無線通信技術 

(4)セキュリティ 

   ウイルスやボットの検出・防止 



①  NTMobile 
（Network Traversal with Mobility） 

   

 

通信に関わる制約を一切除去した 

通信システム 

 



今ネットワークで何が問題になっているか 

インターネット 
IPv4グローバル 

IPv6 

NAT 

携帯電話網 

NAT 

企業ネット
ワーク 

NAT 

ホームネッ
トワーク IPv4プライベート 

 

ネットワークの制約 

・IPv4グローバル空間からIPv4プライベート空間に通信開始ができない 

・IPv4とIPv6が直接通信ができない 

・通信中にネットワークが切り替わると通信が切れる 

3種類のアドレス空間 



IPv4 
Private 

IPv4 
Global 

NTMobileワールドでは、 

・すべての端末が自由に通信を開始できる 

・通信中にネットワークを自由に切り替えられる 

IPv6 only 

NTMobileの技術 

NTMobileワールド 

実ワールド 

IPv4 
Private 

IPv4 
Private 

NTMノード 

一般端末 

NAT 

NAT 

NAT 

 
IPv4/IPv6 
Dual stack 

 

（移動可能） 



システム構成 

AS (Account Server)；アカウントの管理 

CS (Cashe Server); ノンリアルタイム通信情報の蓄積 

DC (Direction Coodinator)；IPアドレス管理，経路指示 

RS (Relay Server)；パケット中継（必要な場合のみ） 

IPv4プライベート
アドレス空間 

IPv6空間 

一般ノード 

インターネット 

DC RS DC RS 
NTMobileをサポートする装置群 

企業、家庭 

携帯電話網 
（NTTドコモ/KDDI） 

NTM 
ノード群 

AS CS 

iPhone Android Windows LINUX LINUX box 



上位ソフトウエア 上位ソフトウエア 

IP層   IP層   

VIP-1 VIP-2 

RIP-1 RIP-2 

RIP-1⇔RIP-2 

NTMobileの鍵を握る技術 

仮想IPアドレスによる通信 

実IPアドレスによるカプセル化 

IPデータ IP
ヘッダ 

 
IPデータ 

 
 

IP
ヘッダ 

仮想IPアドレスによる通信 

実IPアドレスによるカプセル化 



インターネット 
（グローバルアドレス） 

サーバ 

ドコモ携帯
電話網 

au携帯電話
網 

クライアント クライアント 

今まで 

ネットワークの制約を認める。 

クライアント/サーバでシステム
を構築する。 

これから（NTMobileの世界） 
ネットワークに制約がない。 

自由に通信してアプリケーショ
ンを開発する。 

 

制約のないネットワーク 

サーバに起因する課題が山積 

・情報漏えい 

・処理ネック 

・管理負荷 



NTMobile合宿風景  
本格的研究開始：2010年度 

関連する大学： 
 名城大学（渡邊研、鈴木研） 
 愛知工業大学 

 三重大学 

関連する企業：2社 

研究メンバ数：25人 

目標： 
日本発の世界に誇れる技術へ 



② TLIFES 
（Total LIFE Support system） 

    

 

スマートフォンの技術を駆使した生活支援システム 



研究の背景 
 

社会的な背景 

 少子高齢化 

 高齢者の一人暮らし 

 重要な見守り技術 

 

技術的な背景 

 スマートフォンの台頭 

 モバイルネットワークの充実 

 誰もが持つデバイスへ 

TLIFES 



TLIFESのシステム構成 

高齢者 

＜病院・介護施設＞ 

保護者・家族・友人・ご近所さん 

障がい者 

＜職場＞ ＜外出先＞ ＜自宅＞ 

医療従事者 

若い女性 

＜外出先＞ ＜自宅＞ 

＜自治体他＞ 

警備・安全管理者 

GPS衛星 

自動車 

蓄積 

照合 

過去の履歴 サーバ 

社会的還元 

子ども 要介護者 

見守られる側 

見守る側 

健康情報 健康機器 

運転情報 

位置情報 

ＧＰＳ 
加速度センサ 
ジャイロセンサ 
地磁気センサ 

大画面 
ＧＵＩ 

行動情報 

『スマートフォン』 

共有 

解析 

安全・安心への活用 

『モバイルネットワーク』 

閲覧 

検出 

警報 

収集 

安心な街づくり 
事故軽減 

通常時は一般のスマートフォンとして使用 
裏でセンサデータを収集 

必要に応じて収集データを有効活用 



TLIFES画面表示例  

協力研究室： 
中野研、山本研、柳田研、山田（宗）研、川澄研、小中研、旭研、鈴木研 

http://tlifes.wata-lab.meijo-u.ac.jp/TLIFES_server/ 

 

http://tlifes.wata-lab.meijo-u.ac.jp/TLIFES_server/
http://tlifes.wata-lab.meijo-u.ac.jp/TLIFES_server/
http://tlifes.wata-lab.meijo-u.ac.jp/TLIFES_server/
http://tlifes.wata-lab.meijo-u.ac.jp/TLIFES_server/
http://tlifes.wata-lab.meijo-u.ac.jp/TLIFES_server/
http://tlifes.wata-lab.meijo-u.ac.jp/TLIFES_server/


スマートフォンの加速度センサの変化 

静止中 

・機種固有のずれ 

・ゆっくりした身体の揺れ 

・突発的な振動 

・静止時と同じ内容 

・乗車時特有の揺れ 

乗車中 

乗車時特有の揺れを
検出 



存在確率の低い場所にいると
判断したときにアラームメール
を送信 

存在確率 

徘徊行動の検出方法 
行動範囲の学習から異常行動を判定 

徘徊行動の検出機能を実現→自治体最大の課題を解消 



展示会への出展風景 

高齢者の方々とのディスカッション 

本格的研究開始：2012年度 

TLIFES実現のために協力してきた研究室： 
 山田（宗）研、山本研、柳田研、川澄研、  

 小中研、旭研、鈴木研 

現在は研究室単位 

関連する企業/NPO：2 

 

目標： 
本当に人の役に立つ技術へ 



③ アドホックネットワーク 

インフラが不要なネットワーク 

災害発生時や、イベント会場での臨時ネットワー
クとして有用 

通常の無線LANの構成 

有線ネットワーク 

アクセスポイント 

アドホックネットワーク 



どちらのGWを選択するか 

どのような経路を
通るのが適切か 

GW 

端末 

有線LAN 

外部ネットワーク 

アドホックネットワークの効率向上対策 

電波到達範囲 

どうしたら衝突
を減らせるか 

送信端末 



 
 
 
 

隠れ端末問題を解決する既存技術（うまく機能しない例） 

A 

B 

C 

D 

E 

送信 

受信 
CTS 

RTS data 

RTS 

CTS 

RTS 

リトライ 

短いパケットのやりとりにより送信を予約する 



SBTによる衝突回避策 
（オリジナル技術） 

A 

B 

C 

送信 

受信 

data 

ACK 

SBT; Strong Busy Tone 

情報を持たない電波（低電力） 



提案方式 

既存技術 

目標： 
無線LANの性能を劇的に向上させる 





大学院進学について 
 

・進学に係る正しい知識 

・大学院とはどういうところか 

・研究とはどのようなものか 

・進学することの利点 

 



何のために大学院へ行くのか 

○真の実力をつけるため 

△就職に有利だから 

 

企業が求める人材 

○課題を発見し解決案を提示できる人＝リーダーになれる人 

△与えられた業務を完璧にこなす人 

 

大学院で何をやるのか 

○研究 

△授業 



大学院の活動内容 

Ｂ3 Ｂ4 Ｍ１ Ｍ2 

授業 

研究 

立上げ期間 

卒業研究 

座学 座学 少人数発表形式 

修士の研究 



研究の流れ  

調査 

発見 

実現 

提案 評価 

発表 

卒業研究 

大学院の授業 

5～6コマ/週 

（テーマを調査／発表、
ディスカッション） 

学部の授業 

（一方的に教わる） 

大学院の研究 

卒業研究；    課題を与えてもらい解決する 

大学院の研究； テーマを選び、課題を発見し、解決する 



リーダーになれる人とは 

・自分の仕事の位置づけがわかる     ←調査能力 

・今何が課題になっているかを発見できる    ←発見能力 

・課題を解決する方法を提案できる       ←提案能力 

・提案内容を実現できる（実務ができる）         ←実現能力 

・提案が正しいことを説明できる       ←評価能力 

・整理して話ができる        ←発表能力 

・自分の判断に基づき指示が出せる    ←指導能力 

 

自分で考える力 

＋ 
コミュニケーション能力 



 

かん違いしてはいけないこと 

× 修士に進学すれば実力がつく 

○ 意欲を持って修士に進学すれば必ず実力がつく 

 

 



その他 

・無限の時間を自分でアレンジ 

・プライドの生成 

・高い名城大学の研究レベル 

・進学を進路の1つとしてはっきり認識すること 



レポート 

 

①社会人生活において、以下の中からあなたが重要と
思うものをとりあげ、その理由を述べよ。これ以外のもの
を取り上げてもかまわない。 

実行力、課題発見能力、提案能力、知識、プレゼン能力 

 

②自分が大学院に進学したことを想像し、3年後にどの
ような生活をしているか、自由形式で書け。 

 

 


